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下大和田・小山町谷津田だより －2023 年１０月 No.260 号－ 
 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 284 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 2023 年 ９月 ３日（日）晴れ 報告：田中正彦 

昨日は「はえぬき」の稲刈りも終わって、谷津

は秋の花盛りです。９月にこの谷津で開花が記録

された植物は 148 種。１年で最も花の多い季節で

す。初秋の花やトンボを探しながら谷津を散策し

ました。初めに森を歩いて、トモエソウの種子や

ヒカゲイノコズチとヤナギイノコズチなどを観

察。アカボシゴマダラがひっそりと羽を休めてい

ました。ＹＰＰ田んぼでは緑米やトチカガミ，オ

モダカの花が盛りで、今年生まれたミナミメダカが群れていました。最近少なくなったタコノアシの大きな群

落も見られて、改めて貴重な環境が維持されていることを実感しました。ナツアカネやツマグロヒョウモンの

交尾なども確認でき、暑さの中でも少しずつ秋が近づいていると感じました。参加者９名（大人７名、学生２名） 

 

 

第 295 回 下大和田ＹＰＰ「はえぬきの脱穀」 2023 年 ９月１６日（土） くもり時々晴れ 
報告：平沼勝男 

 心配していた前日の雨はそれほどではなかったようで、予定通り脱穀をする

ことができました。 

予定では９時スタートでマイ田んぼ４組の脱穀。10 時からはＹＰＰ田んぼの脱

穀をして 12 時終了のスケジュールを考えていました。 

ところがマイ田んぼの収量が多く、１時間では終わらないことが判明。予定を

変更することにしました。最初にマイ田んぼの２組の脱穀、次に移動してＹＰＰ

田んぼ。そしてマイ田んぼに戻り残り２組の脱穀に変更。 

午前中の早い時間帯は、乾燥の度合いが悪いせいか脱穀のスピードが上がらな

かったのですが、時間とともにスピードは上がりました。ＹＰＰの時は快調その

もの。 

ＹＰＰ田んぼでは作業前に注意点とおだ掛けについて、脱穀の主役ハーベスタ

ー（脱穀機）の説明がありました。脱穀中、参加者の皆様は、乾燥したした稲を

運んだり、脱穀の補助、小屋に残る古い藁の処理や脱穀しそこなった穂の取り除

き作業などをして頂きました。子どもたちも良く働いてくれました。集合写真を撮りここで一般の参加者はお

開きです。 

マイ田んぼに戻り脱穀を再々スタート。しかし次第に機械の調子が悪くなりました。そして機械が止まるア

クシデント。緊張する場面がありましたが、原因はドラム内に藁の残りが塊となって詰まらせたことでした。

塊を取り除くとよく動いてくれました。初めての経験でした。使い方が悪かったせいでしょう。途中の休みの

時にも点検するべきでした。しかしハーベスターは良く働いてくれました。 

参加者３８名（大人２７名、中学生１名、小学生７名、幼児３名） 
 

 

森と水辺の手入れ「森と谷津田の草刈り  2023 年 ９月１７日（土） 晴れ       報告：平沼勝男  
酷暑となる８月は『森と水辺の手入れ』はお休みのはずでしたが、あまりにも畔の草丈が伸びており、この

ままでは９月２日の稲刈りに支障があるため臨時で行いました。暑さを避けるため普段より早い９時スタート、

10 時には終わるようにしました。３名が刈払機で畔の草刈り、１名が川中でアシの刈り取り、もう１名が小

屋の整理とゴミの始末。少ない人数で能動的に動きました。 

畔と川の草取りは 10 時に終了できました。炎天下、ものすごい暑さでこれ以上の作業は無理でしたが何と

か目的には達しました。小屋の内外も綺麗になりました。これで稲刈りの準備は整いました。 

参加者６名（大人５名、小学生１名） 

＜小山町での活動＞  

☆９月期 小山町ＹＰＰの活動はイノシシ被害、台風被害を乗り越えて、稲刈りを進める 報告：赤シャツ親父 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ツマグロヒョウモン タコノアシ 



 小山地区広域にイノシシ被害はエスカレートする傾向にあって、YPP の扱う多くの田んぼも修復→対策→荒

らされる、繰り返すループが続きました。９月８日、台風 13 号による４年ぶりの浸水を被りました。おだの

倒壊、かかしの流失、土砂の流入等、発生しましたが、幸い YPP 田んぼの稲たちはもちこたえてくれました。

コシヒカリの稲刈りを終え、10 月にかけて古代米を刈り取る日々が続きます。 

☆第 218 回 小山町 YPP「コシヒカリの稲刈り」2023 年 ９月 ２日（土） 報告：たんぽぽ 

コシヒカリの稲刈りをしました。イノシシによる畦の倒壊被害も各所で目立っていたため、その修復を行う

とともに、今後の収穫をみこして、たくさんのおだを立てました。猛暑が続いたためか、稲の実りは良好な印

象です。一方で、初期に鴨被害を受けた田んぼは十分に分けつしていない様子でした。(参加 大人３名) 

☆令和５年度期 大椎小学校田んぼの稲刈り 2023 年 ９月１２日（火） 報告：たんぽぽ 

 悪天候が続き、２回延期後の実施となりました。行く夏を惜しむような心地よい夏日でした。イノシシによ

り倒されてしまった稲もありましたが、実りは良好で豊作な印象でした。大勢の保護者の方々にも参加頂き、

とてもスムーズな作業でした。 

☆ふれあい自然観察会「秋の谷津田を楽しもう！」2023 年 ９月１６日（土） 報告：赤シャツ親父 

４年ぶりの雨台風一過、真夏日が続いていた９月半ばの実施となりました。５家族 11 名の参加があり、YPP

田んぼにて金ざるを用いた水生昆虫採集・観察を行いました。田んぼの端々に台風やイノシシの爪痕も残り、

観察範囲は限られてしまいましたが、ヤゴ、サワガニ、水生甲虫類、他、小山田んぼのレギュラー種はひとと

おり観察することが出来ました。次々に現れる水生昆虫に子どもたちは敏感に反応し、よく見て、よく触って、

歓声を上げ、親子ともに楽しんでいる様子でした。     参加者１７名（大人１１名、こども６名) 

 

【谷津田・季節のたより】 2023 年 ９月 

＜下大和田町＞  

9/10 9 月 8 日の台風 13 号の影響を調べに行く。台風当日は田んぼが冠水したが、この日は何事もなかったように

水が引いていた。倒れているオダも無かった。谷津田は「田んぼダム」としての機能を果たしたようだった。 

＜小 山 町＞ 報告：たんぽぽ 
9/2 ツクツクボウシとともにクマゼミ鳴く 9/9田んぼにアリが異常に出現、稲刈りであちこち噛まれる。 

9/14 大椎小田んぼ脇に彼岸花咲く 9/19 サル出現 9/28 １週間ぶりの真夏日、ツクツクボウシたくさん鳴

く。 9/29 リス忙しそうに動き回る。コジユケイとことこ。 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 

＜下大和田谷津田＞      

・第 296 回 下大和田ＹＰＰ「古代米の稲刈り」 
日 時：2023 年１０月１４日（土） ９時 45 分～１５時 ※雨天などの場合は翌１５日（日）に実施 

持ち物：長袖長ズボンの服装、長靴、軍手、帽子、ゴミ袋、飲み物、弁当、敷物 
参加費：ちば環境情報センター会員以外 300 円、会員は無料（小学生以上） 

・森と水辺の手入れ 

日 時：2023 年１０月１５日（日） ９時 45 分～１２時 雨天中止 

内 容：自然観察路の整備や畦の補修作業などをします 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  参加費：無料 

・第 297 回 下大和田ＹＰＰ「古代米の脱穀」 
日 時：2023 年１０月２８日（土） ９時 45 分～１５時 ※雨天などの場合は翌２９日（日）に実施 

持ち物：長袖長ズボンの服装、長靴、軍手、帽子、ゴミ袋、飲み物、弁当、敷物 
参加費：ちば環境情報センター会員以外 300 円、会員は無料（小学生以上） 

・第 286 回 観察会とゴミ拾い  

日 時：2023 年１１月 ５日（日） ９時 45 分～１５時 雨天決行 
内 容：秋本番。木の実・葉の色付きを観察しながら秋たけなわの谷津を巡ります。 

持ち物：筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴（通常の）、帽子、ゴミ袋、弁当、敷物 
参加費：100 円 

＜小山町谷津田＞ 

▼第 219 回 小山町ＹＰＰ「古代米の稲刈り」 

日 時  : 2023 年１０月 ８日(土) 10 時 00 分～ ☆小雨決行 

場 所  : りんどう広場 

上記に限らず、参加ご希望の方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さい 
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